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■■桜桜井井町町棒棒のの手手伝伝承承地地

種種別別 ▼▼記念物記念物 史跡　史跡　　年年代代 ▼▼安土桃山時代安土桃山時代

愛知県の無形民俗文化財に指定されている桜井町の棒　愛知県の無形民俗文化財に指定されている桜井町の棒

の手は、流派を式部流と称されています。永禄３年の手は、流派を式部流と称されています。永禄３年（（１５１５

６０６０年）年）桶狭間の合戦で、今川方が総崩れとなり、その中の桶狭間の合戦で、今川方が総崩れとなり、その中の

式部大夫という侍大将が、桜井町に住み、村の若者た式部大夫という侍大将が、桜井町に住み、村の若者たちち

に武術を教えたと伝えられ、没後、村人は山屋敷と呼ばに武術を教えたと伝えられ、没後、村人は山屋敷と呼ば

れていた古屋敷の一角に塚を築いて墓を建てたといわれれていた古屋敷の一角に塚を築いて墓を建てたといわれ

ています。現在はこの塚部分に宝ています。現在はこの塚部分に 宝 
ほう

筐 筐 
きょう

印塔の残欠が存在し 印  塔 の残欠が存在し
いん とう

ています。ています。

問問いい合合わわせせ ▼▼市埋蔵文化財センター市埋蔵文化財センター（（��〈７７〉４４９０）〈７７〉４４９０）
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広報あんじょう　2005.4.1�


